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(令和３年～令和７年累計)

反射材
なし

夜間
32人

昼間

19人

【散歩・買い物目的の高齢歩行者死者の交通事故発生状況】

【データ提供：茨城県警察】

30人

大切ないのちを守るために

夜間歩行中高齢者の死者のうち９割以上が反射材を着用していませんでした

※夜間散歩・買物目的の高齢歩行者
死者の反射材着用状況

反射材を着用することで、
車から見える距離が約2倍
になります。

身近なものに反射材をつけ
て、ちょっとした外出でも
反射材着用を忘れないよう
にしましょう！

令和７年中シートベルト非着用死者の７割以上が、

着用していれば助かった可能性があります

【データ提供：茨城県警察】

ヘルメット

シートベルト非着用時の死亡重傷化率は、着用時と比較して
約5倍になっています※。

短距離の移動であっても、 病気などのやむを得ない場合を除き、
全ての座席でシートベルトを着用しましょう！

【自転車乗車中の死者の損傷主部位】

頭部損傷の死者全員がヘルメット非着用でした

(令和３年～令和７年累計) 【データ提供：茨城県警察】

頭部
29人

自転車乗車時にヘルメットを着用
しないと、交通事故にあった場合、
頭部損傷等の命にかかわる大けが
につながる恐れがあります。

自転車に乗る際は、必ず
ヘルメットをかぶりましょう！

※令和７年中の65歳以上の高齢者乗用車・貨物車の四輪車乗車中（特殊車を含まない）における数値。

反射材

シートベルト

その他
23人

３つの安全装置をつけましょう！


